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(１)入学定員設定の考え方及び定員を充足する見込み 

ア 入学定員設定の考え方 

熊本大学医学部医学科の入学定員の増員に係るこれまでの経過は以下のとおりである。 

[平成 21 年度 入学定員：110 名] 

平成 19 年度の「緊急医師確保対策」に基づく 5名の増員及び「経済財政改革の基本方

針 2008」に伴う 5名の増員によって、平成 21 年度から入学定員を 10名増員した。 

[平成 22 年度～平成 31年度 入学定員：115 名] 

「経済財政改革の基本方針 2009」により、熊本県医師修学資金（地域枠）の給付を条

件とした推薦入試（地域枠）を新設し、5名増とした。 

 [令和 2年度～令和 6年度 入学定員：110 名] 

平成 31 年度までに認可を受けた臨時的な定員数 10 名から 2 年間を通じて地域枠の学

生を確保できていない定員数 4 名を減じた数 6 名を上限として増員申請数を熊本県と協

議し、令和 3 年度までの期限を付した再度の入学定員 5 名増を行い、令和 6 年度まで継

続した。 

 [令和 7年度 入学定員：109 名] 

次いで、今回、熊本県から、上記のような状況を踏まえ、本学に対して地域医療に従事

する医療人育成及びその増員の延長について要望があったため、令和 2 年度からの増加

と同様の枠組みを維持し、令和 7年度については 4名の増員を設定した。 

 

イ 定員を充足する見込み 

Ａ．学生確保の見通しの調査結果 

本学医学部医学科の志願倍率は、以下の図 1に示すとおり、平成 22年度から令和 6年

度まで、常に 3.5 倍以上を維持している。一般選抜に面接試験を導入した平成 26 年度以

降は、志願者数が減少傾向にあるものの、長期的かつ安定的に入学定員を上回る入学希望

者が存在することが推測できる。 

 

 

 

図１ 熊本大学医学部医学科の志願倍率の推移（平成22 年度～令和6年度の実績値） 
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次に、以下の表 1に示すように、地域枠受験者の中で、大学入学共通テストの難化によ

り、合格判定基準を満たず合格者が少なかった令和 4年度入試を除き、入学者数も定員を

充足しており、熊本県内出身者は 30～40％を占めている（地域枠入学者含む）。 

また、表 2 に示すように、過去 10 年（平成 27 年度～令和 6 年度）の地域枠の志願者

は、常に募集人員を超える人数を維持している。なお、令和 4年度の志願者数及び入学者

数は大学入学共通テストの難化が大きく影響しており、また、合格判定基準を満たず合格

者が極端に少なかった状況を踏まえ、合否判定基準の見直しを行っている。 

以上のことを踏まえ、臨時定員の増員後においても、十分に入学定員を充足できると考

えている。 

表 1 熊本大学医学部医学科 志願者・入学者状況 

 

表 2 熊本大学医学部医学科 地域枠志願者・入学者状況 

 

志願者数 入学者数 志願者数 入学者数 入学者の割合 志願者数 入学者数 入学者の割合 志願者数 入学者数 入学者の割合

平成22年度 115 871 116 272 45 39% 349 55 47% 250 16 14%
平成23年度 115 923 116 290 52 45% 354 44 38% 279 20 17%
平成24年度 115 1,133 116 292 42 36% 415 35 30% 426 39 34%
平成25年度 115 868 116 210 40 34% 352 56 48% 306 20 18%
平成26年度 115 609 116 141 26 22% 270 54 47% 198 36 31%
平成27年度 115 770 115 149 31 27% 299 54 47% 322 30 26%
平成28年度 115 411 115 107 36 31% 151 52 45% 153 27 24%
平成29年度 115 599 116 132 42 36% 184 37 32% 283 37 32%
平成30年度 115 410 115 116 40 35% 147 46 40% 147 29 25%
平成31年度 115 620 116 129 45 39% 209 50 43% 282 21 18%
令和2年度 110 574 110 123 41 37% 206 54 49% 245 15 14%
令和3年度 110 388 110 125 51 46% 151 45 41% 112 14 13%
令和4年度 110 481 108 126 39 36% 166 55 51% 189 14 13%
令和5年度 110 432 110 135 43 39% 163 47 43% 134 20 18%
令和6年度 110 476 112 125 35 31% 162 54 48% 189 23 21%

九州外
区分 入学定員

全体 熊本県内 九州内（熊本県を除く）

定員充足率

一般枠等 地域枠 （％）
平成27年度 115 95 15 5 10 2.0 5 100.0%
平成28年度 115 95 15 5 11 2.2 5 100.0%
平成29年度 115 95 15 5 13 2.6 5 100.0%
平成30年度 115 95 15 5 18 3.6 5 100.0%
平成31年度 115 95 15 5 15 3.0 5 100.0%
令和2年度 110 90 15 5 14 2.8 5 100.0%
令和3年度 110 90 15 5 10 2.0 5 100.0%
令和4年度 110 87 15※ 8 8 1.0 1 12.5%
令和5年度 110 87 15※ 8 18 2.3 8 100.0%
令和6年度 110 87 15※ 8 12 1.5 7 87.5%
※みらい医療枠10名を含む。

年度
入学
定員

（内訳） 地域枠

一般
入試

推薦入試
志願者数 志願倍率 入学者数
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Ｂ．中長期的な 18歳人口の全国的・地域的動向等 

18 歳人口（男女別）の将来推計【資料 1】において、18 歳人口の減少が進み、2035 年

には初めて 100 万人を割って約 96万人となり、さらに 2040 年には約 82 万人にまで減

少するという推計が示されており、熊本県における 18 歳人口についても、以下の表 3

のとおり近年減少傾向にある。 

表 3 熊本県 18 歳人口推移 

（出典：熊本県 HPの「熊本県の人口と世帯数」を基に作成） 

また、大学入学者数等の将来推計について【資料 2】、2040 年の大学入学者数は

510,110 人と推計され、2022 年度の大学入学定員の総数 626,532 人に比べ約 8割になる

とされている。 

しかしながら、18歳人口が減少傾向にあるところ、上記図 1で示したとおり、本学の

医学部医学科の志願倍率は、常に 3.5 倍以上を維持している。 

あわせて、九州外からの志願者が他学部は 10%程度であるのに対し、以下の表 4のとお

り医学部医学科では 30～40％程度を占めており、九州外からも十分な志願者を得られる

見込みである。 

表４ 熊本大学医学部医学科 熊本県、九州内、九州外志願者状況 

 

以上のことから、今後 18歳人口は減少することが予想されるが、これまでの志願倍率

や他の地域からの志願状況を踏まえると、今後も十分な志願者数を確保できると考えて

いる。 

2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 グラフ

熊本県
18歳人口数

17,403 17,235 17,014 16,628 15,977 16,164 16,269 15,469

全体

全体に占め

る割合

全体に占め

る割合

全体に占め

る割合

平成22年度 115 871 272 31% 349 40% 250 29%
平成23年度 115 923 290 31% 354 38% 279 30%
平成24年度 115 1,133 292 26% 415 37% 426 38%
平成25年度 115 868 210 24% 352 41% 306 35%
平成26年度 115 609 141 23% 270 44% 198 33%
平成27年度 115 770 149 19% 299 39% 322 42%
平成28年度 115 411 107 26% 151 37% 153 37%
平成29年度 115 599 132 22% 184 31% 283 47%
平成30年度 115 410 116 28% 147 36% 147 36%
平成31年度 115 620 129 21% 209 34% 282 45%
令和2年度 110 574 123 21% 206 36% 245 43%
令和3年度 110 388 125 32% 151 39% 112 29%
令和4年度 110 481 126 26% 166 35% 189 39%
令和5年度 110 432 135 31% 163 38% 134 31%
令和6年度 110 476 125 26% 162 34% 189 40%

区分 入学定員 志願者数

九州外

志願者数

九州内
（熊本県を除く）

志願者数
志願者数

熊本県内
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Ｃ．同分野を有する競合校の状況 

令和 5年度医学部医学科の入学状況【資料 3】において、国立大学全体の実質競争倍率  

は 3.31 倍であり、全国的な医学部医学科の需要が確認できる。 

本学においても実質競争倍率は 3.59 倍であり、全国の大学と変わらず、定員を充足で

きると考えている。 

 

Ｄ．既設学部の学生確保の状況 

適切な定員管理を行いながら、既存学部において、常に 100%以上の入学定員充足状況

であることから、医学部医学科においても、既存学部と変わらず、定員を充足できると

考えている。 

 

(２)学生確保に向けた具体的な取組と見込まれる効果 

１）オープンキャンパス 

毎年 8月に、全学をあげてオープンキャンパスを開催している。医学部医学科では、学

部長の挨拶に続いて、本医学科の歴史、特徴やカリキュラムの紹介、アドミッションポリ

シーを含め入試等に係る説明を行った後、施設見学・実習体験等を実施し、医学に対する

関心に対応している。 

また、オープンキャンパスに参加する受験生や保護者等を対象に入試制度等の説明を

行うほか、熊本県医療政策課による熊本県医師修学資金の説明の時間を設け、より広く制

度の周知を行っている。 

２）ガイダンス 

新入生ガイダンス、在学生ガイダンス等でも同様に熊本県医師修学資金に関する説明

の時間を設け、広報活動を行っている。 

 ３）高校訪問、キャリアセミナー 

  医学科への進学実績がある高等学校を訪問し、本学科の特徴やカリキュラムの魅力、地

域枠を含めた入試制度の説明会を行っている。 

  また、令和６年度から中学校からの求めに応じ生徒を本学へ招いて、医学科キャリアセ

ミナーを開催している。本学科の歴史や魅力、地域枠を含めた入試制度の説明、模擬授業

の実施、現役医学科生の進学体験談等を通して、医師という職業の素晴らしさを知っても

らい、中長期的な学生確保に向けて取り組んでいる。 

４）その他 

県内高等学校長との懇談会、県内高等学校進路指導連絡協議会との懇談会、九州地区国

立大学・高等学校連絡協議会及び各種進学説明会等のあらゆる機会を通じて、熊本県医師

修学資金及び地域枠に関する広報活動を行っている。 

 

(３) 養成する人材の社会的要請や人材需要の動向について 

熊本県から、本学に対して地域医療に従事する医療人育成及びその増員の延長について

要望があったため、平成 31 年度に認可を受けた臨時的な定員数 5名を上限として増員申請

学生確保-5



数を熊本県と協議し、4名分の増員を行うこととした。 

熊本県の状況として、熊本県の医療施設に従事する医師数（令和 2年：5,162 人）につい

ては、その 6 割が熊本市に集中している。平成 22 年から令和 2 年の間に、人口 10 万人当

たりの医師数が熊本市内は 49.7 人増加したのに対し、熊本市外は 24.5 人と、同程度に増

加しているものの、未だ医師の地域偏在は大きい状況である。 

また、熊本県の地域医療における将来推計として、2036 年に向けて、県全体では人口は

減少傾向にあるものの、医療需要は増加傾向にあり、厚生労働省の計算によると、将来時点

において、複数の圏域で医師が不足する可能性がある。 

そのため、定員増暫定措置の延長による地域枠学生の確保が必要となっており、今回の定

員増は社会的な人材需要に即したものである。 

学生確保-6



資料目次 

 

資料１ １８歳人口（男女別）の将来推計               P.8  

資料２ 大学入学者数等の将来推計について【推計の考え方】      P.9  

資料３ 令和５年度 医学部医学科入学状況              P.11  

   

   

 

学生確保-7



学生確保-8

資料１

出典：中央教育審議会大学分科会（第175回）
　　　会議資料抜粋



3
0
.0
%

3
5
.0
%

4
0
.0
%

4
5
.0
%

5
0
.0
%

5
5
.0
%

2015

2016

2017

2018

2019

2020

2021

2022

2023

2024

2025

2026

2027

2028

2029

2030

2031

2032

2033

2034

2035

2036

2037

2038

2039

2040

2041

2042

2043

2044

2045

2046

2047

2048

2049

2050

 

学生確保-9

資料２

出典：中央教育審議会大学分科会（第175回）
　　　会議資料抜粋
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出典：中央教育審議会大学分科会（第175回）
　　　会議資料抜粋
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資料３

出典：文部科学省ＨＰ
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